
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

      

               子どもたちが園生活の中で使っている手話を 

「ベルだより」で紹介します。 

              お家でも一緒に覚えてみてくださいね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

202４年（令和６年）4 月２５日  

福 山 市 立 西 幼 稚 園  

福山市では,西幼稚園・西小学校・城北中学校と一貫した難聴学級が設置され

難聴児の教育保障にあたっています。今年度は,西幼稚園には５名の聴覚障害児

が在籍しています。 

 今年度もこの『ベルだより』で,難聴学級から子どもたちの様子やとりくみな

ど,情報の発信をしていきたいと思います。1 年間どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

 聴覚障がいの子どもたちの学級を『難聴学級』といいます。 

西幼稚園では,２階のすみれの部屋が難聴学級になります。１日の多くは

みんなと過ごしますが,すみれの部屋を活用して,静かな環境のなかで保育

保障をおこなうこともあります。 

 

コミュニケーションの方法には 

☆音声言語（ことば） 

☆手話 ☆筆記 ☆サイン  

☆ジェスチャー 等があります 

ひまわり たんぽぽ 

両手を体前であわせる。 

手のひらを軸に左右の手

をまわす。 

つぼみを開く

ように，指先

を開く。 

両手を体前で

合わせる。 

人差し指の先に，指を開き

気味にした手の甲をのせ，

上げていく。たんぽぽの綿

毛が風で飛ぶ様子。 

ちゅうりっぷ 

幼稚園の生活の中で手話を使っていると，まわり

の子どもたちも自然と使ったり理解したりする姿

があります。難聴学級の子どもたちに向けて手話

を使うことで，周りの子どもたちにとってもわか

りやすいサインとなることがあります 

直接体験を 

   大切にしています 

視覚教材を 

  活用しています 

どの子にとっても分かりやすく楽しい保育になることを 

              目指しています 

遊びの写真を掲示し，見通しや振り返りに

つなげています 

名前呼びやお休みのお知らせに写真を 

活用しています。 

 休んでいたり療育に行ったりしていても

その子たちにも思いをはせていけるように

しています。 


